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式と証明
ⅰ：整式

　皆さんはこれまでに、文字を含んだいろいろな式を見てきたと思います。

そこで、つぎの 2 つの式を見てください。

　　　○ⅰ　－2x2y　　　　　　　　○ⅱ　3xy－2x2y＋5xy3－y＋7

　・○ⅰ の式は、単項式と呼ばれ、3 次式で、係数は－2

　・○ⅱ の式は、多項式と呼ばれ、4 次式で、定数項は 7

　「大丈夫ですか？」　   	 ダイジョウブです…！

　そして、この単項式と多項式をまとめて「整式」と呼ぶんでした。

　では、確認のためにひとつだけ○ⅱ に関して質問しますよ！

問 題　つぎの整式について、以下の質問に答えてみましょう！

 　　　　　　　　　3xy－2x2y＋5xy3－y＋7

　（1）この整式は x について何次式で、定数項はなんですか？

　（2）この整式は y について何次式で、定数項はなんですか？

＜解説・解答＞

　この問いに答えるには、まず最初にやらなければいけないことがありま

した。それは、指定された文字に関して降べきの順に並べ替えることです。

すると、そこで気をつけなければいけないのが同類項の計算。

（1）では、x について整理（同類項の計算）し、降べきの順に並べてみま

　すね。　　	 　補：降べきの順とは次数の高い方から順番に並べること！

　　　3xy－2x2y＋5xy3－y＋7＝－2yx2＋（5y3＋3y）x－y＋7　（ y は数字扱い）

　よって、x の最高次数が 2 次より、2 次式。定数項は、－y＋7（答）

（2）同様に、y について整理し、降べきの順に！

　　 3xy－2x2y＋5xy3－y＋7＝5xy3－（2x2－3x＋1）y＋7    （ x は数字扱い）

　よって、y の最高次数が 3 次より、3 次式。定数項は、7　（答）

　「いかがですか？」ぎりぎりセーフかな…？汗・笑

　では、そろそろ本題に入っていきましょうか！

　ここ第 1 話でお話しするメインのお題目はつぎの 6 項目。

　　・整式　　　　　 　   ・整式の乗法 　     ・整式の除法

　　・分数式の計算　 　   ・恒等式　 　 　    ・等式と不等式の証明

　詳しいことは項目ごとにシッカリお話しすることとして、では早速、

整式の乗法から始めることにしましょう。

ⅱ ： 整 式 の 乗 法

　整式の乗法について、実は（旧）数学Ⅰでほとんど話が終わっている

んですよ。ただ、“3 次式の乗法の展開”が数学Ⅱに移行となった関係上、

どうしても説明をしないといけなくなっちゃったのね。そんな訳でせっ

かくですから、（旧課程の方も含め）ここで今一度基本から復習すること

にしましょう！　　　　　　「決して無駄にはならないので楽しみましょう！」

◎ 単項式の乗法  ⇒（単項式）×（単項式）

　まずは、指数法則の確認からね！

指数法則（文字、数字の右肩にある小さな数を“指数”と呼ぶ）

　　・ am×an＝am＋n　　  　　            　例： 22×25＝27（＝22＋5）

　　・ （am）　n＝am×n　　  　　　              例： （34）2＝38（＝34×2）

　　・ （ab）　n＝anbn　　　  　　             例： （2x）3＝23x 3＝8x3

　これは復習ですから、問題を通して理解度をチェック！！
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問 題　つぎの計算をしてみましょう。

　（1） x3 × x2　　　　　　（2） （x2）3　　　　　　（3） （−2x2yz3）4

　（4）       ×（−4ab3）3　　　　　　 　　（5） （−a2b）3×（−3ab2）2

＜解説・解答＞　

　この問題は復習ですが、第 5 話でお話しする「指数関数」の基本でもあ

るので、ここで改めてシッカリと理解しておいてくださいね！

　（1） x3×x2＝ x3＋2＝x 5 （答）　    　 x3×x2＝x×x×x×x×x＝x 5 

　（2） （x2）3＝x 2×3＝x 6（答）       （x2）3＝x2×x2×x2＝x×x×x×x×x×x＝x 6 

　（3）（−2x2yz3）4＝（−2）4（x2）4y4（z3）4＝16x 2×4y4z3×4＝16x 8y4z12  （答）

　（4）      ×（−4ab3）3＝  ×（−4）3×a3×（b3）3 

                            ＝  ×a2×（−64）×a3×b3×3

                            ＝−32a2＋3b9

                            ＝−32a5b9  （答）

 

　（5） （−a2b）3×（−3ab2）2＝（−a2）3b3×（−3）2a2（b2）2

                               ＝−a2×3b3×9a2b2×2 

                               ＝−a6b3×9a2b4

                               ＝−9a6＋2b3＋4 

                               ＝−9a8b7   （答）

　「いかがですか？」肩慣らしにはちょうどよい計算でしたね！ でも、も

う少しだけ準備運動をしてみましょうね！　　　　　    楽勝！らくしょう！笑

◎ 多項式の乗法 ⇒（単項式）×（多項式）、（多項式）×（多項式）

　ここの基本は分配法則がシッカリできるか？ それだけなんですね。

ただ、「結果を利用してスムーズに計算をしましょうよ！」ということで、

つぎに“乗法の展開公式”が登場してくるんですね。

　そんな訳で、まず分配法則の確認から始めましょうか。　  へぇ〜い…！

分配法則（全部に分けへだてなく掛けてね！）

　　・A（B＋C）＝AB＋AC　　　                 ・（A＋B）C＝AC＋BC

　・（A＋B）（C＋D）＝AC＋AD＋BC＋BD

　では、これも早速、問題を通して確認！

問 題　つぎの積を展開してみましょう。

　（1） 3xy（2x−y＋5z）　　　　　　（2）      −3ab−c＋5  （4ab−2bc）

　（3） （2x3−3x＋4）　（x2−x−3）

＜解説・解答＞

　ここは説明は不要かと！？　コツコツとていねいにね！

（1）3xy（2x−y＋5z）　＝3xy×2x＋3xy×（−y）＋3xy×5z 

                            ＝6x2y−3xy2＋15xyz（答）

（2）     −3ab−c＋5  （4ab−2bc）

　 ＝2a3b−12a2b2−4abc＋20ab−a2bc＋6ab2c＋2bc2−10bc 

（3） （2x3−3x＋4）（x2−x−3）＝2x5−2x4−6x3−3x3＋3x2＋9x＋4x2−4x−12 （同類項計算）

                               ＝2x5−2x4−9x3＋7x2＋5x−12  （答）

　補足：（3）の計算方法で「縦書き計算」というのをご存知ですか？

（ ）a2

2

（ ）a2

2 （ ）a2

2

（ ）a2

2

a2

2

1
2

つい勘違い！

      ＝     と思い込み、 

      ＝   としてしまう答案を

たま〜に見ます。慣れないと
勘違いしちゃいますよね！

（ ）2a
2（ ）a2

2

（ ）a2

2
a2

4

符号の変化と累乗
（−a2）3＝（−1×a2）3     
         ＝（−1）3×（a2）3

         ＝−1×a2×3

         ＝−a2×3

マイナス（－）の
・奇数乗はマイナス
・偶数乗はプラス

ここからは一気に計算してしまいますよ！
ただし、必ず同類項の確認。
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「（3）縦書き計算」での解法

        2x3　　  −3x＋4

×）             x2−x−3

　　  2x 5                −3x3＋4x2

            −2x4                ＋3x2−4 x

＋）　　　     −6x3                 ＋9x−12 

　　  2x5−2x4−9x3   ＋7x2   ＋5x−12 

　この「縦書き計算」では、同類項の計算ミスが格段に少なくなるという

利点がありますので、ぜひ利用してみてください！

　「ふぅ〜！」ここまでがコツコツ計算をし、積を展開するお話でした。

　では、つぎは公式の利用についてお話ししたいと思います。

◎ 2 次式の展開（乗法）公式

　これは中学 3 年のときにさんざん九九のごとく言えるまで練習させられ

た公式でしたね！

Ⅰ：2 次式の展開（乗法）公式

　  ○ア（a＋b）2＝a2＋2ab ＋b2  　　       ○イ （a−b）2＝a2−2ab ＋b2 

　  ○ウ （a＋b）　（a−b）　＝a2−b2　　　   　○エ（x＋a）　（x＋b）　＝x2＋（a＋b）　x＋ab

　  ○オ（ax＋c）　（bx＋d）　＝abx2＋（ad＋bc）　x＋cd 

　上記の○ア 〜○エ までの公式は、現時点では九九と同様な感覚で扱えないと

いけません。ただし、○オ に関してはしいて覚えなくてもよいかと！？ た

だし、この○オの公式を見ると“因数分解”における「たすき掛け」の意味

がハッキリするのね！？ よって、「たすき掛け」が苦手な方は、○オの公式

と「たすき掛け」の表示方法をじっくりと比較してみてください。そう

すれば、「たすき掛け」が必ず理解できますから。では、早速問題で確認！

問 題　つぎの式を展開してみましょう。

　 （1）（x＋4）2 　　　    （2）（3x−5）2  　　 　     （3）（2x−11）（2x＋11）

　 （4）（x−7） （x＋4）　 　 （5）（4x−1）（4x＋3） 　 　 （6）（2x＋7）  （3 x−5）

＜解説・解答＞

　九九のように“サッ！サッ！”と処理していくんですよ！ 了〜解〜！

（1）（x＋4）2 ＝x2＋8x＋16（答）　 　       （2）（3x−5）2 ＝9x2−30x＋25 （答）

（3）（2x−11）（2x＋11）＝4x2−121 （答）    （4）（x−7） （x＋4）　＝x2−3x−28 （答）

（5） （4x−1）（4x＋3） ＝16x2＋8x−3（答）

（6）        [ 公式での展開 ]　　　　　　　　　  [ 分配での展開 ]

 （2x＋7）  （3x−5）＝6x2＋（−10＋21）x−35      （2x＋7）  （3x−5）＝6x2−10x＋21x−35

　　             ＝6x2＋11x−35  （答）　　　　　　       ＝6x2＋11x−35  （答）

     「公式利用なら暗算で、一発解答ね！でも、しんどいでしょ！？汗」

　ここまではある意味中学 3 年の復習みたいなものでした。そこで、あと

ひとつ 2 次式の展開公式の確認をしておきますよ！

Ⅱ：2 次式の展開（乗法）公式

　　　  ○カ （a＋b＋c）2＝a2＋b2＋c2＋2ab ＋2bc＋2ca

　この公式の導き方ですが、「（a＋b）2＝a2＋2ab ＋b2 」の利用！

｛a＋（b＋c）｝2＝a2＋2a（b＋c）＋（b＋c）2＝a2＋2ab ＋2ac＋b2 ＋2bc＋c2

                                          ＝a2＋b2＋c2＋2ab ＋2bc＋2ca

                                          ＝a2＋b2＋c2＋2（ab ＋bc＋ca）

 
                     補：常に覚えた公式の利用を意識してくださいね。

①　上側に項が多い式をおき、降べきの
順にならべ、無い項があるときはそ
の部分を空ける。

②　下側の式も上側の式同様、降べきの
順に並べ、左側の項から順番に上の
式の各項に掛け算をし、図のように
降べきの順に上下同類項を合わせて
書いていく。

③　3段で表された式の上下の同類項ご
とに足し算をすれば完了！

（a＋B）2＝a2＋2aB ＋B2 ・・・（＊）
と考え、（＊）で B＝（b＋c）とし代入
でいいんですよ！でも、意識して最
初から下線部のようにできるように
なってね！

a

b c

慣習として、
この矢印の順
に表示！


